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山 倉 敏 明 議 員

市長マニフエストの履行状況と今後の対策について

間.嘉麻市の将来的な
まちづくりはどうするのか

答.市全体を見据えて、
元気なまちづくりに努めたい

質

　
市
長

マ
ニ
フ

ェ
ス
ト

の
公

表

は

で
き

る

の

か
。

大
里
企
画
調
整
課
長

顧
問
弁
護
士

と
も
協

議

し
な

が
ら
適
法

と
判
断

さ

れ

る
範
囲

で
市
広
報

や
ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
等

で
公
表

し

て
い
き
た

い
。

質

　
福
祉

の
ま
ち

づ
く

り

モ
デ

ル
整
備
地

区

に
お

け

る
道
路

や
公
共
施

設
等

の

バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

の
具
体

的
な
整
備

内
容

は
。

畠

山

社

会

福

祉

課

長

平
成

２２
年
度

に
サ

ル
ビ

ア
パ
ー
ク
敷
地
内

の
道
路

及
び
歩
道

の
段
差
改
修
等

７

ヶ
所

、
平
成

２３
年
度

に

上
山

田
小
学
校
校
舎
か
ら

グ
ラ
ン
ド

ヘ
向
か
う
階
段

を

一
部

ス

ロ
ー
プ

に
改
修

等

５

ヶ
所

、
平
成

２４
年
度

に
市

道
大

橋

・
筑

紫
線

の

歩
道
整
備
等

９

ヶ
所

の
整

備
を
予
定
し
て
い
る
。

質
　
山
田
地
区
だ
け
で
な
く
、

市
全
域

を

平
等

・
公

平

に

調
査

し
、
再
度
計

画
を

見

直
し
て
も
ら

い
た

い
。

松
岡
市
長
　
〈
口
併
前

か
ら

の
経
緯

で
、
山

田
地

区

で

取

り
組

ん

で

い
る
が
、
当

然
市
全
域

に
広
げ

て
い
く

こ
と

で
考
え

て
い
き
た

い
。

質
　
商
店
街

の
空
き
店
舗

対
策
等

に

つ
い
て
は
、
〈
フ

後

の
ま
ち
づ
く
り

の
方
向

性
を

明
確

に
し

て
、
地
域

性
を
考
え

て
取
り
組
む

べ

き
で
は
な

い
か
。

石
堂
商
工
観
光
課

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

空
き
店
舗
等
調
査
を
行

い
、

商
工
会

や
商
工
会
議
所
と

も
協
議

し
、
商
店
街

活
性

化

の
具
体
的
な
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た

い
。

質
　
嘉
麻
市

バ
ー

ニ
ン
グ

ヒ
ー

ロ
ー
ズ
が
早
く
地
域

に
根

づ
く

た

め

に
も

、
市

全
体

で
応
援

で
き
る
よ
う

な
支
援
体
制
を
整
え

る

べ

き
で
は
な

い
か
。

楽

野
総
務
部
長
　
新
た

に

担
当
窓

口
を

明
確

に
し
、

商
工
団
体
を
含
め

て
取
り

組

み
を
進
め

て
い
き
た

い

質
　
嘉
麻
市

の
将
来
を
ど

の
様

に
考
え

、
ま
ち

づ
く
。

り
を
推
進
し
て
い
く

の
か

市
長
　
市
全
体
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
が
非
常

に
。

重
要
と
考
え
て
い
る
。

非
常

に
厳
し

い
財
政
状

況

で
は
あ

る
が
、
人
フ
後

と

も
創
意

工
夫

し
な

が
ら

、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
努

め
た

い
。

山倉議員 (稲築 )

佐 藤 道 彦 議 員
自主財源・荒廃森林について

質
　
自
主
財
源
に
つ
い
て

の
再
質
問
だ
が
、
一削
回
の

答
弁
で
は
企
業
誘
致
に
向

け
先
行
投
資
も
辞
さ
な

い

と

の
事
だ

っ
た
が
、
い
ま

だ
に
動
き
が
見
ら
れ
な

い
、

部
長
、
市
長

の
現
在

の
心

境
は
。

廣
方
企
画
財
政
部
長

企
業
立
地
は
嘉
麻
市
の

大
き
な
生
命
線
と
な
る
、

厳
し
い
財
政
で
は
あ
る
が
、

財
政

の
許
す
限
り

こ
の
テ

ー

マ
に
取
り
組
む
。

松
岡
市
長
　
先
行
投
資
を
し
、

大
き
な
企
業
を
誘
致
し
な

い
と
自
主
財
源

の
確
保
は

到
底
期
待
で
き
な
い
と
思
う
。

重
点
課
題
と
し
て
取
り

組

み
、
先
行
投

資
も
辞

さ

な

い
。

企
業
誘
致

に

つ
い
て
は

自
ら
が
先
頭

に
立

っ
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

考
え
て
い
る
。

ま
た

、
用
地
確

保

に

つ

い
て
は
、
〈
フ
、
所
管
委
員
会

で
検
討
中
で
あ
る
。

荒
廃
森
林
に
つ
い
て

質
　
嘉
麻
市

の
荒
廃
し
た

広
大
な
面
積

の
森
林
を
ど

う
建
て
直
す
の
か
。

ま
た

、
孟
宗

竹

の
繁
殖

で
山
林
を
大
き
く
荒
廃
さ

せ

て

い
る
が
、
何

ら

か

の

対
策
は
な

い
の
か
。

有
田
農
林
整
備
課
長

２０
年
度

か
ら
導
入
し
て

い
る
荒
廃
森
林
再
生
事
業

に
よ

っ
て
実
施
し
て
い
る
。

そ

の
他

の
補
助
金
も
利

用

し
、
所
有
者

の
負

担
を

無
く
し
て
い
る
。

植
林

へ
の
侵
入
竹

に

つ

い
て
は
補
助
対
象
で
あ
る
が
、

竹
林
は
対
象
外
で
あ
る
。

し

か
し
、
竹

の
効
能

は

い
ろ

い
ろ
あ

る

の
で
、
本
フ

後
は
資
源
と
し
て
の
利
用

対
策
を
考
え
た

い
。

間。企業立地への先行投資を

答.用地確保については検討中

佐藤議員 (嘉穂 )
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質
　
嘉
麻
市
の
児
童
生
徒

の
学
力
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

山
崎
教
育
長
　
低
学
力
の

子

の
た
め
習
熟
度
別

・
進

度
別
の
指
導
体
制
を
と
り
、

３５
人
学
級
の
実
現
化
を
図
り
、

現
場
と

一
体
と
な

っ
て
学

力
向
上
を
目
指
す
。

質
　
２‐
年
度
の
目
玉
と
な

る
教
育
施
策
は
。

佐
竹
学
校
教
育
課
長

３５
人
学
級
実
施

の
た
め

小

学

校

５
学

級

、
中

学

校

５
学

級

を

増

や

し

、
こ

の

予
算
を

４
千

万
円
計
上

し

て

い
る
。
ま
た
、
学
校
提
案

型
事
業

の
た

め

４
校

に
３０

万

円

を

補

助

し

、
放

課

後

や
休

日

、
休

暇

中

の
補

充

授
業
を
行
う
。

質

　
基
礎

基
本

の
学
力
定

着

と

同

時

に
、
広

い
学

力

を
培

う
教
育

活
動

へ
の
予

算
は
。

学
校
教
育
課
長

学

習

、
授

業

で
必

要

な

も

の
は

、
学

校

の
要

望

に

応

え

る
よ

う

教

材

・
教

具

に
１
千

万

円

、
実

験

実

習

費

に
２
千

万
円
予
算
計
上

を
し
て
い
る
。

要
望

　

そ
れ

で
も
保
護
者

負

担

の
実

態

が
あ

り

、
特

に
修
学
旅
行
等

の
負
担
軽

減

の
検
討
を
。

質
　
学
力
向
上

の
素
地

づ

く

り

の
た

め

、
授

業

に
学

校
図
書
館

の
活
用
を
望

む

も

の

で
あ

る

が

、
学

校

の

実
態
は
。

学
校
教
育

課
長
　
朝

の
１０

分
間
読
書
活
動
、
一面
書
郵
便
、

読

書

カ

ー

ド

、
読

み
聞

か

せ

活

動

等

を

実

施

。
十

分

で
な

い
学
校

は
今

後
指
導

す

る
。
ま
た

、
読
書

感
想
文
、

作
文

の
応
募
等

に
も
力
を

入
れ
た

い
。

質
　
学
校
図
書
司
書

の
配

置
は
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校

５
名
、
中
学
校

４
名
。
嘉
穂

地
区
小
学
校
は
６
校
１
名
で
、

山

田
地
区
は
小
中
学
校
を

１
名
で
巡
回
す
る
。

質
　
市
立
図
書
館
司
書

の

配
置
の
実
態
は
。

福
田
文
化
課
長
　
山
田
６
名
、

稲
築
２
名
、
碓
井
４
名
、
嘉

穂

５
名

で
学
校

へ
の
貸
し

出

し
や
派
遣
活
動
を
行

っ

て
い
る
。

質
　
学
力
向
上
施
策

へ
の

意
気
込
み
は
。

松
岡
市
長
　
学
校
教
育
環

境

の
整
備

、
家

庭
社

会

環

境

の
構
築

、
教
育
委

員
会

の
指
導

と
援
助

、
小
中

一

貫
教
育
等

の
時
代

の

ニ
ー

ズ

に
合

っ
た
教
育

シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
学
級
以
外
の
力
、

図
書
館
を
利
用
す
る

こ
と

な
ど
を
う
ま
く
か
み
合
わ

せ
た

い
。

田 淵 千 恵 子 議員
学力向上に向けての教育施策について

間。基礎基本の学力定着と

並行し体験の活動の充実と

図書館教育の充実を
答. 教育予算の充実と教育環境の整備に努める

田淵議員 (嘉穂 )

田 中 日 本 明 議 員
行政改革実施計画について

間.行政改革実施計 の
見直しはするの

答。平成22年度迄に、第 2次
実施計画を検討する

画

か

質
　
１
兆
円

の
交
付
税
増

額
が
提
示
さ
れ
た
が
嘉
麻

市
に
お
け
る
効
果
は
。

中
嶋
財
政
課
長
　
３
億
９

千
万
円
程
度

の
増
額
。

質
　
公
共
料
金
を
改
定
し

市
民

に
負
担
を
強

い
た
効

果
は
。

縄
田
行
政
改
革
推
進
室
長

公
共
料
金
改
定

の
効
果

額
を
１
９
９
２
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

質

　
行
政

改
革

で
す

が
、

財
政
見
通
し
と
決
算
状
況

に
違

い
が
あ

る
が
、
当

初

の
計
画
通
り
実
施
さ
れ
る

の
か
。

行
政
改
革
推
進
室
長
　
第

二
次

の
実
施
計
画
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
　
自
治
基
本
条
例
制
定

後

の
パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン

ト
の
取
り
扱

い
は
。

廣
方
企
画
財
政
部
長
　
自

治
基
本
条
例

の
精
神
を
生

か
し
行
革
は
進
め
る
。

質
　
自
治
基
本
条
例
制
定

後
は
条
例

に
添

っ
て
行
政

運
営
を
願

い
た

い
が
。

松
岡
市
長
　
市
民
主
体

の

基
本
姿
勢
は
貫

い
て
い
く
。

要
望
　
市
民

の
意
見
が
充

分
反
映
さ
れ

る
行
政
運
営

を
お
願

い
す
る
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

質
　
△
フ
後

の
投
資
的
事
業

も
水
道
料
金
改
定
を
視
野

に
取
組
み
を
す
る
の
か
。

宇
佐
波
水
道
局
長
　
上
水

道
改
修
等
は
老
朽
頻
度
を

考
慮
し
て
計
画
を
立

て
る
。

質
　
改
修
費
用

の
総
額
は

い
く
ら
か
。

水
道
局
長
　
１０
億
円
程
度
。

要
望
　
年
間
１
億
円
程
度

の
発
注

に
は
厳
然
た

る
態

度

で
臨

ん

で
頂

き
た

い
。

臨
時

、
嘱
託
職

員

の
待

遇

改
善
に
つ
い
て

質
　
先
般

の
議
会

で
検
討

す
る
と

の
答
弁
だ

っ
た
が

何
も

さ
れ

て
な

い
。
常

勤

の
臨
時
職
員
は
正
規
職
員

に
準

じ

て
給

与

、
手
当

て

等
支
給
が
当
然
と
思
う
が

地
方
自
治
法
２
０
３
条

の

２
及
び
２
０
４
条
の
規
定
は
。

坂
口
人
事
課
長

給
与
、
旅
費
、
手
当

て
等

に

つ
い
て
条
例

の
定
め
る

と

こ
ろ
に
よ
り
支
給
す

る

規
定
だ
。

質
　
副
市
長
は
１２
月
議
会

で
前
向
き

に
検
討
す

る
答

弁
を
さ
れ
て
い
た
が
。

田
中
副
市
長
　
臨
時
的
任

用
職
員

の
待
遇
改
善

に

つ

い
て
は
早

い
時
期

に
結
論

を
出

し
、
実

施

に
当

た

り

た

い
。
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質
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
は
。

古
川
高
齢
者
介
護
課
長

年
間
総
配
食
数
、
２０
年

度
は
約
９
万
１
５
０
０
食

を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　
最
近
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
は
。

高
齢
者
介
護
課
長
　

「助

か

っ
て
い
る
、
毎
日

の
声

か
け
に
感
謝
を
し
て
い
る
」

「献
立

や
味
付
け
に
つ
い

て
不

満

」
な

ど

の
回
答

が

あ
る
。

質

　
要
望

へ
の
対
応
と
改

善
策
は
。

高
齢
者
介
護

課
長
　
要
望

の
多

か

っ
た
味

に

つ
い
て

も

事

業

者

と

協

議

。
研

究

を

行

い
、
喜

ば

れ

る
も

の

を
目
指
す
。

質

　
配
食

サ
ー
ビ

ス
の
経

費
は
。

高
齢
者
介

護

課
長

‐９
年
度
分

は
国
、
県
、
市

な
ど

の
公
費

負
担

が
５
６

０

０

万

円

、
個

人

負

担

が

約

３

４

５

０

万

円

、
△
口
計

約

９
０
０
０
万
円
と
な

っ

て
い
る
。

質

　
△
７
後

の
配
食

サ
ー
ビ

ス
に

つ
い
て
は
。

高
齢
者
介
護

課
長
　
嘉
麻

市

は
１
食
当

た

り

の
単
価

が
高

い
。
逆

に
利

用
料

、
個

人
負
担

に

つ
い
て
は
安

い

と

い
う

状

況

で
あ

る
。
単

価

の
引
き
下

げ

に

つ
い
て

も

工
夫

が

で
き
な

い
か
協

議
を
行

っ
て

い
る
。

質

　
１
食
当

た

り

９
０
０

円
で
個
人
負
担
が
３
５
０
円
、

公
費
負
担

が

５
５
０
円

で

県
内
最
高
額
だ
。
直
方
市
は
、

１
食
当

た

り

６
０
０
円

で

個

人

負

担

が

３

５

０

円

、

公
費
負
担
が
２
５
０
円
と

差

が
あ

る
。
一
方

で
各

種

助
成
金

の
減
額

や
廃
止

、

使
用
料

の
値
上
げ
と
市
民

は
耐
え

て

い
る
。
５

５
０

円

の
公
費
負
担
は
見
直
す

べ
き
と
思
う

が
、
市

長

の

考
え
は
。

松

岡
市
長
　
嘉
麻
市

の
配

食
利
用
状
況
は
突
出
し
て

い
る
。
財

政

に
か
か
わ

る

こ
と
だ
が
サ
ー
ビ

ス
等
を

低

下

さ

せ

る

こ
と
な

く

、

よ
り
よ

い
も

の
に
な

る
よ

つヽ
に
や

っ
て
い
き
た

い
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

質
　
猪

や
鹿

の
駆
除
頭
数

と
費

用

は
、
ま
た

そ

の
処

理
は
。

原
田
農
政
課
長
　
猪

７０
頭
、

鹿

６３
頭

、
費

用

は

１
３

３

万

円
。
処

理

は
猟

友
会

の

皆
さ
ん
に
任
せ
て
い
る
。

質
　
他

の
県

で
は
処
理
対

策

が
確
立

さ
れ

て

い
る
。

嘉
麻
市

で
も
取
り
組
ん

で

欲
し
い
。

市
長
　
事
業
等
が
成
立
す

る
よ
う
考
え
た

い
。

荒 木 紘 子 議 員

配食サービスの充実について

間.要望への対応と改善策は

答.事業者と協議・研究を行い、
喜ばれるものを目指す

荒木議員 (稲築 )

質
　
こ
の
制
度
の
目
的
や

概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

大
里
企
画
調
整
課
長
　
総

合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
方
針

の
視
点
か
ら
、
市

民
と

の
協
働
、
健
全
な
財

政
運
営
か
ら
仕
組
ま
れ
た

事
業

で
あ
り
、
嘉
麻
市

の

い
ろ
ん
な
活
動
団
体
が
公

共
の
領
域
を
行
政
と
と
も

に
担

い
、
協
働

の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

質
　
現
状

で
の
実
態
、
ど

の
よ
う
な
活
動
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長
　
こ
の
制

度
が
発
足
す
る
１９
年
度
は

９
団
体
、
２０
年
度
は
１４
団

体
と
５
団
体
増
え
て
い
る
。

主
だ

っ
た
活
動
内
容
は
、

花
苗
の
植
栽
活
動
の
ほ
か

河
川

の
環
境
美
化
活
動
、

世
代
間
交
流
活
動
、
自
然

保
全
活
動
な
ど
を
実
施
さ

れ
て
い
る
。

質
　
こ
の
事
業
の
改
定
さ

れ
る
部
分
の
説
明
を
。

企
画
調
整
課
長
　
こ
の
事

業
の
限
度
額
は
３０
万
円
ま

で
で
あ
り
、
補
助
対
象
経

費
の
７０
％
を
補
助
す
る
と

い
う
事
項
は
変
わ

っ
て
い

な

い
が
、
組
織
活
動
が
未

熟
で
あ
る
と
か
軽
微
な
経

費
で
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
る
活
動
な
ど
を
想
定

し
て
、
５
万
円
ま

で
は
全

額
補
助
、
ま
た
公
道

の
脇

の
花
本

の
植
栽
な
ど
、
そ

の
活
動
が
広
く
市
民
に
啓

発
さ
れ
、
活
動

の
輪
が
期

待
で
き
る
よ
う
な
事
業
に

関
し
て
は
、
花
苗
、
肥
料
な

ど
、
そ

の
金
額
を
補
助
す

る
と

い
う
こ
と
に
改
め
る
。

質
　
こ
の
事
業
補
助
金
は

「市
民
が
考
え
、
市
民
が
主

体
と
な

っ
て
市
民
の
た
め

に
提
供
す
る
様
々
な
事
業

を
応
援
す
る
制
度
」
と
書

か
れ

て
い
る
が
、
行
政
区

や
隣
組
で
組
費
か
ら
出
し

て
公
園
の
土
手
の
草
刈
等

を
し
て
い
る
所
も
あ
る
が
、

こ
の
場
合
、
補
助

の
対
象

に
な
る
の
か
。

企
画
調
整
課
長
　
そ
の
地

域
だ
け
の
活
動
で
は
な
く

市
民
の
誰
も
が
使
う
公
園

の
花
本
や
道
路
な
ど
の
草

刈
作
業
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

松
岡
市
長

　

一
つ

一
つ
の

点

に
つ
い
て
は
、
事
前

に

相
談
し
て
、
担
当
課
と
十

分
詰
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

田 上 孝 樹 議 員
市民提案型事業補助金について

間.現状と今後の取り組みは

答。 一つ一つの点については担当課と
事前に相談してもらいたい

田上議員 (山田)
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質
　
市
長
は
選
挙
公
約
を

掲
げ

て
当
選
さ
れ
、
子
育

て
支
援
や
市
民

の
安
心

・

安
全
確
保
、
財
政
建

て
直

し
な
ど
、
一
定

の
成
果
は

上
げ
て
い
る
が
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
や
嘉
穂
地
区
小

学
校
統
合
事
業
と

い
っ
た

大
き
な
課
題
な
ど
、
多
く

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

市
長

に
は
、
嘉
麻
市

の

将
来
の
道
筋
を
つ
け
る
た
め
、

財
政
再
建

・
行
政
改
革
を

成
し
遂
げ
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す

る
義
務
が
あ
る
。

来
年
３
月
に
行
わ
れ
る
次

期
市
長
選
挙
に
出
馬
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

松
岡
市
長
　
△口
併
と
い
う

困
難
な
状
況

の
中

で
、
私

な
り
に
本
市
の
活
性
化
や

基
盤
づ
く
り
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
残

さ
れ
た
課
題
も
多
く
、
〈フ

後
と
も
市
民
の
負
託
に
応

え

る
た
め

に
、
全
力
を
投

球
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

将
来

に
渡
り
、
嘉
麻
市

が
自
立
し
た
自
治
体
と
し

て
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
の
継
続
性
は
不
可
欠

で
あ
り
、
残
さ
れ
た
課
題

解
決
と
更
な
る
嘉
麻
市
の

基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
次

期
市
長
選
挙
に
出
馬
す
る

決
意
を
固
め
て
い
る
。

行
政
区
の
再
編
に
つ
い
て

質
　
行
政
区
の
再
編
は
必

要
不
可
欠

で
あ
る
が
、
統

廃
合
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

松
本
総
務
課
長

全
行
政
区
長

に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行

っ
た
結
果
、

過
疎

化

や
高
齢
者

世
帯

、

高
齢
者

の

一
人
暮
ら
し
世

帯

な

ど

に
加
え

、
役

員

の

な

り
手

が

い
な

い
な

ど

、

世
帯
数

の
規
模

に
関
係
な

く
困

っ
て
い
る
問
題
も
あ
る
。

再
編
を
希
望
す
る
行
政
区

は

４４
区

ほ
ど
あ

る

の
で
、

今

後

、
行
政
区

の
要
望

を

聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
き

た

い
。

市
バ
ス
に
つ
い
て

質
　
交
通
量
が
少
な

い
地

域

で
は
、
フ
リ
ー
乗
車
区

間
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
停
車
す
る
場

所
な
ど
の
条
件
が
整
え
ば

可
能
と
考
え
て
い
る
。

河
川
水
質
浄
化
に
つ
い
て

質
　
河
川
の
水
質
浄
化
の

た
め
合
併
浄
化
槽

の
普
及

促
進
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

田
中
環
境
課
長
　
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

宮 原 由 光 議 員

松岡市長の次期市長選挙出馬について

間. 出馬し.行財政改革を成し遂げ.

市政の道筋をつけること
答。市長として、残された課題、
基盤づくりのため出馬する

宮原議員 (山田)

質
　
嘉
麻
赤
十
字
病
院
の

整
形
外
科
医
が
い
な
く
な

る
と
聞
い
た
が
ど
う
か
。

松
岡
市
長
　
整
形
外
科
医

は
処
遇
等
で
辞
め
る
わ
け

で
は
な
く
、
「」
実
家

の
病

院
に
帰
る
と
い
う
こ
と
。

質
　
〈７
後
、
整
形
外
科
医

に
つ
い
て
ど
う
す
る
の
か
。

市
長
　
山
田
市
の
時
も
小

児
科
医
不
足

で
、
日
赤
病

院
幹
部
と
大
学
病
院
等
を

回
り
医
師
確
保
を
し
た
経

過
が
あ
る
。
今
回
も
行
政

と
し
て
協
力
を
お
願
い
し

た
い
と
院
長
を
含
め
３
名

で
相
談
に
来
た
。
行
政
も

一
体
と
な
り
整
形
外
科
医

の
確
保
に
動
く
よ
う
に
話

を
進
め
て
い
る
。

質
　
嘉
麻
赤
十
字
病
院
が

地
域
に
対
し
て
の
役
割
を

ど
の
よ
う
に
思

っ
て
い
る

の
か
。

市
長
　
今
や
嘉
麻
赤
十
字

病
院
に
つ
い
て
は
住
民
福

祉
に
欠
か
せ
な
い
、
非
常

に
重
要
な
病
院
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
嘉
麻
市

に
と

っ
て
市
民
病
院
と
変

わ
ら
な
い
。
準
市
民
的
な

病
院
で
あ
る
。

質
　
嘉
麻
赤
十
字
病
院
が

無
く
な
る
噂
を
市
民
が
し

て
い
る
が
、
本
当

の
と

こ

ろ
ど
う
か
。

市
長
　
現
状
で
い
う
と
施

設

の
老
朽
化

・
駐
車
場
不

足
等

の
問
題
が
あ
る
。
病

院
か
ら
駐
車
場
確
保
の
要

望
も
あ
り
、
駐
車
場
に

つ

い
て
は
全
力
を
あ
げ
て
確

保
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

存
続
に

つ
い
て
は
、
今

の

場
所
に
す
る
の
か
の
議
論

は
あ
る
が
、
移
設
す
る
に

し
て
も
嘉
麻
市
か
ら
は
出

て
行
か
な
い
と
い
う
の
が

病
院
幹
部

の
考
え
方
。
他

の
地
域
に
移
設
す
る
と
地

元
と
し
て
は
大
変
な
こ
と

に
な
る
の
で
、
要
望
活
動

や
政
治
的
な
働
き
か
け
も

含
め
て
存
続
に
向
け
て
積

極
的
な
行
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
難
視
聴
地
域
解
消

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

平
成
２３
年
７
月
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
り
、

稲
築
地
区
中
心
に
難
視
聴

地
域
が
予
測
さ
れ
る
と
知

っ
て
い
な
が
ら
、
住
民

に

情
報
提
供
も
な
く
、
あ
と

２
年
し
か
な

い
の
に
、
ま

だ
行
政
と
し
て
方
向
性
も

出
て
い
な

い
の
で
内
容
は

掲
載
し
て
い
な
い
。

赤 間 幸 弘 議 員

嘉麻赤十字病院について

間.嘉麻市が考えている
位置づけは

答.市民病院と変わらない。
準市民的な病院である。

赤間議員 (山田)
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岩 永 利 勝 議 員

嘉穂総合運動公園について

間.今後の整備については
どのように考えているのか

答。早めに解決したい

質
　
嘉
穂
総
合
運
動
公
園

の
工
事
内
容
は
。

大
塚
生
涯
学
習
課
長

駐
車
場
の
車
両
通
路
の

舗
装
と
雨
水
対
策
の
側
溝

工
事
。
駐
車
場

の
舗
装

の

予
算
は
計
上
し
て
い
な

い
。

質
　
一局
校
駅
伝
の
県
予
選

な
ど
大
き
な
大
会
が
開
か

れ
て
い
る
が
、
雨
天
の
時
、

駐
車
場
が
舗
装
さ
れ
て
お

ら
ず
、
各
団
体

に
迷
惑
が

か
か

っ
て

い
る
。
な

ぜ
全

体
の
舗
装
ま
で
し
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
大
規
模

な
改
修

工
事

が
必
要

で
、

財
政
的
な

面
も

あ

り
、
総

合
計
画

の
中

で
関
係
課
と

協
議
し
た

い
。

質
　
〈
フ
回

の
施
政
方
針

の

中

で
、
体

育
施

設
な

ど

の

環
境
整
備

・
機

能

の
充
実

な

ど
を

図

る
と
あ

る
。
先

日
の

一
般
質
問
の
中
で
「
バ

リ

ア
フ
リ
ー

の
工
事
が
な

ぜ
山

田
ば

か
り

か
」
と

い

う
質
問

に
対
し
、
「旧
山
田

市

に
は
工
事
を
す

る
経
緯

が
あ

る
」
と
言
わ
れ
た
が
、

旧
嘉
穂
町
も
総
合
運
動
公

園
整
備
基
金
を

１
億

５
千

万
円
ほ
ど
保
有
し
て
い
る
が
、

そ

の
辺
は
ど
う
考
え

て
い

る
の
か
。

松
岡
市
長
　
日
本
陸
連
公

認

の
陸

上
競
技

場

で
、
参

加
者

、
観

戦
者

も
増
加

し

て
い
る
。
ス
タ
ン
ド
の
改
修
、

フ
イ
ー

ル
ド

の
芝
生
化
な

ど

ｔ

Ｏ
ｔ

Ｏ
の
助
成
金
等

を
活

用

し
、
よ

り
充
実

し

た
施
設
と
し
て
整
備
し
て

い
く

よ
う
考
え

て

い
る
。

ま
た

、
経
緯

の
こ
と

は
山

田
だ
け
が
有
利

に
な
る
よ

う
な
市
政
を
進
め
た

こ
と

は

な

い

の

で
、
運

動

公

園

に
関

し

て
は
早
め

に
解

決

す

る
よ
う
考
え

て
い
る
。

質

　
各
施

設
利

用
者

に
対

し

て

の
市

の
対

応

・
清

掃

が
以
前

よ
り
悪

い
と
苦
情

を
聞

い
て
い
る
。
そ

の
反
面
、

民
間
企
業

が
管

理

し

て

い

る
指
定
管

理
者
な

ど

は
対

応

が
良

い
と

の
こ
と
だ

が
、

そ

の
対
応
は
。

生

涯
学

習
課
長
　
対
応

に

つ

い
て
、
問

題

視

さ

れ

て

報
告
を
受

け

て

い
る
と

こ

ろ
も
あ

り
、
指
導

、
改
善
を

指

示

し

て

い
る

が

、
十

分

に
伝
わ

っ
て

い
な

い
こ
と

を

反

省

し

て

い
る
。
〈
フ
後

も

利

用

者

に
対

し

、
不

快

感
を
与
え
な

い
よ
う
指
導

を
行

っ
て
い
く
。

※

こ

の

ほ
か

、
児

童

の
遅

刻

問

題

、
環

境

え

ひ
め

Ａ

Ｉ
の
質
問
も
あ
り
。

岩永議員

ヽ
る

　
　
用
実
態

の
把
握
と
な

る
が
、

Ｉ
Ｖ
ぁ

　
　
毎
日

の
利
用
が
小
学
校
６

み
麟
索
　
年生で３３
２％と利用頻

ら
組

か

取

郡

必

　

度

で
は
、
全

国

平
均

と
比

護
て
一時
串
¨
躙
　
詢し誕螺
罐
蒻
いわ螺。

雑
褐

昔
甲̈
粍夢
憂

伸．呻九％報雅散　一榊”本的な
解
決
策

に

は
思
わ
な

い
が
、

藤

精

問
．

答
。

指

渥

教
育
を

ど

の
よ
う

に
行

っ
て
い
く
の
か
。

質
　
携
帯
電
話
を
利
用
し
　
　
山
崎
教
育
長
　
子
供

の
携

た

い
じ
め
や
犯
罪
を
防
ぐ
　
　
帯
電
話

の
利
用
実
態
を
大

目
的

で
文

科
省

が
、
小
中

　

人

が
把
握

し
た
上

で
、
利

学
生

の
利
用
実
態

の
調
査
　
　
用

に

つ
い
て
の
モ
ラ
ル
教

結
果
を
公
表

し
て
い
る
が
、
　

育

や
指
導

・助
言
を
行

い
、

市
内

の
小
中
学
生

の
利
用
　
　
学
校

・家
庭

・地
域
が
連
携

し
、
身

近
な
大
人

が
子
供

実
態
は
。

佐
竹
学
校
教
育
課
長
　
　
　
　
を
見
守

る
体
制
づ
く
り
が

携
帯
電
話

の
学
校
内

の
　
　
必
要
と
考
え
る
。

レ
て
い
　
　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

持
ち
込
み
を
禁
止
‐

る
た

め
、
学
校
外

で

の
利

　

質
　
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
人

材

の
育
成

。
確
保

の
定
着

を
図
る
目
的

で
、
国

の
第

２
次
補
正
予
算

で
、
介
護

者

の
処
遇
改
善

に

つ
な
が

っ
て
い
く
の
か
。

古
川
高
齢
者
介
護
課
長

賃
金
は
事
業
者
と
介
護

従
事
者
の
間
で
決
定
さ
れ

て
お
り
、
国
が
示
し
た
文

書

で
は
、
介
護
報
酬

の
引

き
上
げ
に
よ
り
、
介
護
従

事
者
の
賃
金
が

一
定
金
額

引
き
上
が
る
と
は
限
ら
な

い
が
、
①
雇
用
管
理
の
改

善
に
取
り
組
む
事
業
者
に

対
し
て
助
成
を
行
う
。
②

事
業
者
に
参
考
と
な
る
よ

う
な
運
営
指
標
や
経
費
配

分
の
モ
デ
ル
作
成
提
示
を

行
う
。
③
介
護
報
酬
改
定

後
の
介
護
従
事
者
の
給
与

水
準
に
つ
い
て
の
検
証
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
示
さ

れ

て
お
り
、
一景
麻
市

に
お

い
て
も
財
源
に
は
介
護
保

険
料
も
含
ま
れ

て
お
り
、

本
来
の
目
的
ど
お
り
に
使

用
さ
れ
て
い
る
か
の
検
証

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

※
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及

・
推
進
に

つ
い
て
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。
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どのように取り網むのか

質
　
一帰
麻
市

の
山
田
庁
舎

の
幹
部
職

員

が
、
指

定

暴

力
団
構
成
員

の
経
営
す

る

飲
食
店

で
宴
会

を

開
き

、

そ

の
際

、
暴
力
団

関
係
者

か
ら

の
開
店
祝

い
の
花
輪

が
あ
る
と
入
り

に
く

い
か

ら
裏

に
も

っ
て
行

っ
て
欲

し

い
と
言

っ
た
と
聞

い
た
。

福
祉
事
務
所
長
が
主
導
し

平丼議員 (稲築 )
答.不当要求であれば排除していく

8カ属
"β

た
の
か
。

山
本
保
健
福
祉
部
長

そ

の
経
営
者
が
招
待
状

を
持

っ
て
き
た
。

質
　
副
市
長
も

こ
の
店

に

出
入
り
し
て
い
る
と
問

い

た
が
、
行

っ
た
こ
と
は
。

田
中
副
市
長
　
誰
が
し
て

あ

る

の
か
、
そ

の
人
を
私

が
知

っ
て
い
る
か
ど
う
か

と

い
う

こ
と
が
は

っ
き
り

す
れ

ば
、
私

も
答

弁

で
き

る
と
思
う
。

質

　
こ
の
構
成
員

の
父
親

が
様

々
な
部
署

で
不
当
要

求
を
行

い
、
副
市

長

に
よ

る
対
策

会
議

の
際

、
保
護

課
長

は
、
そ

の
父
親

に
酒

席
接

待
を

し

て
、
自
分

の

い
る
間

は
、
つヽ
る
さ

い
こ

と
は
言
わ
な

い
で
欲
し

い

と
頼

ん
だ

と
聞

い
た
。
不

当
要
求

排
除

ど

こ
ろ
か
、

自
分

の
事
だ
け
を
頼
む
と

は
信

じ
ら
れ
な

い
。
こ
の

酒
席
に
は
、
副
市
長
ほ
か
４
、

５
名

の
幹
部

が
参
加
し
て

い
る
と
聞

い
て

い
る
。
誰

が
参
加
し
た
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
以
前
か

ら
約

束

し

て

い
た

の
で
、

そ
の
方
と
会
食
し
た
。

質
　
副
市
長
自
信

が
毅
然

た
る
態
度
を
と
ら
な

い
と

職

員

は
た
ま

ら
な

い
。
副

市

長

は
、
職

員

の
意

見

や

要
望
を
聞
い
て
く
れ
な
い
と
、

も

っ
ぱ

ら
評
判

だ

。
士帰
麻

市

に
お
け
る
不
当
要
求
行

為

や
暴
力
追
放

に
対
し
て
、

今
後
ど

の
よ
う

に
取
り
組

む
の
か
。

松
岡
市
長
　
不
当
要
求

で

あ
れ
ば
、
排
除
し
て
い
く
。

質
　
１
０
０
年

に

一
度

の

危
機
と

い
わ
れ
る
経
済
不

況

は
、
市

民
生

活

に
大

き

な
不
安
と
将
来

に
対
す

る

恐
れ
を
抱

か
せ
る
も

の
で

あ

る
。
市

民
生

活

に
お

け

る
悩

み
事

は
、
以
前

よ

り

も
大
幅

に
増
え
続

け
て

い

る

の
が
現
実

で
あ

る
。
生

活
問
題
、
多
重
債
務
、
相
談

問
題
、
離
婚
問
題
、
教
育
間

題
等
市
民

の
悩

み
や
ト
ラ

ブ

ル
の
相
談

に
応
じ
る
た

め

の
市
民
生
活
相
談
室

の

開
設
を
強
く
求
め
る
も

の

で
あ
る
。

楽

野
総
務
部
長
　
行
政
組

織
機

構

の
中

で
は
、
現
在

ま

で
市
民
相
談
窓

日
を
開

設
し
て

い
な

い
の
が
現
実

で
あ

る
。
〈
ツ
後

は
開

設
を

実
効
性

の
あ

る
も

の
に
し

て
い
き
た

い
。

松
岡
市
長
　
市
民
が
相
談

し
や
す

い
窓

日
設
置

の
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

教
育
振
興
に
つ
い
て

質
　
厳
し

い
嘉
麻
市

の
財

政
状
況

の
中
、
「少
人
数
３５

人
学
級

の
導
入
二
学
校
提

案
型
学
力
向
上
チ

ャ
レ
ン

ジ
事

業

の
実
施
」
と
児
童

生
徒

の
学
力
向
上

に
向

け

た
取
り
組

み
を
高
く
評
価

す

る
。
し
か
し
、
教
育
困
難

地
区

で
あ
る
本
市

に
お
け

る
学
力
推
進
事
業
県
費
補

助
金

の
増
額
等
積
極
的

に

支
援
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
デ
」
指
摘

の
と
お
り
、

現
在

の
県
費
教
育
助
成

は

非
常

に
少

な

く
、
今

後
教

育
委
員
会
と

一
体
と
な

っ

て
県
費
予
算
増
額
に
向
け

て
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
く
。

ま
た
、
優
秀

な
教

師

の
派

遣
要
請
に

つ
い
て
は
難
し

さ

が
あ

る

の
で
、
一景
麻
市

の
多
く

の
先
生
方
に
質

の

高
い
教
育
研
修
を
続
け
さ
せ
、

優
れ
た
教
師
集
団

の
育
成

を
は
か

っ
て
い
く
こ
と
が

嘉
麻
市
教
育

の
成
功

に
結

び

つ
く
も

の
で
あ

り
、
市

長
と
し
て
全
面
的
に
支
援

を
続
け
た
い
。

朧

豊 ― 馬 議 員

市民生活相談室の開設について

間.市民生活相談室の開設を

答。市民が相談しやすい
窓ロスタート

豊議員 (山田)
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